帝都 二百 万の 市民の 心臓 を、 一瞬に して 摑ん でし 

しゃげき しゅ とつじょ 

まった という 評判の ある、 この 「射撃 手」 事件が、 突如 

として 新聞の 三面記事の 王座に のぼった 其の 日の こと、 

かざま やそじ 

東京 X X 新聞の 若手 記者 風 間八 十 児 君が、 此の 事件に 

れきほう 

関係 ありと 唯今 目 をつ けて いる 五 人の 人物 を 歴訪して 

巧みに 取って きた メッセ— ジを、 その 懐中 手帳から 

鳥渡 失敬して 並べて みる。 

氺氺 * 



「僕 は、 探偵小説 家の 戸浪 三四郎 である。 かねがね 僕 

あきた 

は、 原稿紙 上の 探偵 事件ば かり を 扱って いるのに 慊 

らず、 なに か 手頃の 事実 探偵 事件に ぶっかつ てみたい 

もの だと 考えて いたと ころ、 こんど 偶然の 機会 をつ か 

み、 この 『射撃 手』 事件の 捜査のお 仲間入りが できる 

ようにな つたので ある。 …… だが 僕 は、 仕事が 忙しい 

うえに、 至って 面倒く さが リ屋 だから、 事件が 起って 

も、 いつも 直ぐに 駆けつけて 犯罪の 現場 調べ を やる 

きんべ ん 

というよ うな 勤勉な 真似ば かリは 出来ない。 事件に 関 

おおえ やま もとづ 

する 僕の 知識 は大 江山 捜査 課長の 報告に 基 いている 

おおさき ちょう 

もの も少 くない」 (東京 郊外、 大崎 町の 同氏 邸に て) 



「わたくし 〔# 「わたくし」 は 底本で は 「わたしく 匕 は J 

ささき こうきち 

OAK 放送局 技術 部の 笹木 光吉です。 このたび は 飛ん 

だ ことから 事件に 関係 を 持つ ようになりました。 と 申 

します の は、 わたくし 〔# 「わたくし」 は 底本で は 「わた 

しく 匕 の 邸宅が、 事件の 犯罪 現場に 近いと ころに あつ 

て、 そのうえ 可な リ 広い 面積 を 占めて いると ころから 

犯人が 邸内の どこか を、 うろついて いるん じ やない か 

こうむ 

との 御 疑いから、 警視庁のお 呼出し を、 しばしば 蒙る 

ようにな つたの だそう です。 なった の だそう です、 と 

は 妙な 申し様で ございま すが、 これ は大 江山 捜査 課長 

殿のお 話な のです が、 わたくし は それにつ いて 半 信 半 



疑で います。 それと 申します のが、 わたくしが 科学者 

であると いうの を 口実に して、 わたくしに は 関係の な 

い 事柄にまで 科学的 意見 を徴 された ことが、 随分と 

多う) /ざいます のです」 (上目 黒の 笹木 邸内 新宅に 於 

て) 

ほむら そうろく かたわら 

「僕 は 帆村荘 六です。 僕 は 或る 本職 を 持って いる 傍 、 

お 恥 かしい 次第です が、 『素人 探偵』 を やって います。 

無論、 その 筋の 公認 を 得て 居りまして、 唯今の 捜査 課 

長の 大 江山 も、 僕 を 御存知です。 こんどの 殺人事件 は 

別に 依頼 をう けた わけではありません が、 始終 注意し 

なりゆき しだ い 

ています。 ひょっとすると、 事件の 成 行 次第で、 第一 



線に 立た なきやなら ないか も 知れません。 僕 はこの 事 

件に、 非常な 魅力 を 感じて います」 (電話に て) 

あか ぼし リ ゆうこ 

「あたくし は、 赤 星 龍 子と 申します。 あたくし は、 自 

分 自身の こと を 余り 申 上げる 気が 致しません。 そのた 

めに 疑いが 深くな つても 仕方が ありません。 こんな 事 

件に、 何にも 罪のない あたくし みた いなもの が 引 込ま 

れ るなん て、 あたし 一生の 不運 だと 思って います わ、 

しぶ やまち うぐいす だに 

なんでもい いんです」 (東京 郊外、 渋 谷町鶯 谷 アバ— 

ト にて) 

「大 江山 警部。 年齢 三十 七 歳。 警視庁 刑事 部 捜査 課長 _ 

しょうせん 

在職 満十 年。 今回 省線 電車 内に 起り たる 殺人事件 は、 



ぐ！.？ つ は. S ま 

本職 を 始め 警視庁 を 愚弄す る ことの 甚 だしき ものに 

じらい きょく リ よくたん さく このほどよ うや めぼし 

して、 爾来 極 力 探索の 結果、 此程 漸く 犯人の 目星 を 

摑 むこと を 得た る を 以て、 遠からず 事件 解決の 舰 びに 

ベ いこく シカゴ ギャング 

至るべし。 なお 本職 を 指して 米国 巿俄 古の 悪漢 団長 ァ 

ル • カポ— ンに 買収され たる 同巿 警察署 長 某氏に 比す 

る もの ある は 憤慨 を 通り越して、 そぞろ 噴飯 を 禁じ 得 

ざるな り」 (警視庁に おいて、 タイプライタ ー でう つた 

原文 を 手交) 

氺氺氺 

ほ つたん 

さて 「射撃 手」 事件の、 そもそも 発端 は、 次の よう 

だった —— 



た。 そんな 折 柄、 この 射撃 事件が 発生した。 その 第一 

の 事件と いうの が。 

時間 をい うと、 九月 二十 一日の 午後 十 時半 近くの こ 

しんじゅく よよぎ はら じゅく 

と、 品 川 方面 ゆきの 省線 電車が 新 宿、 代々 木、 原 宿、 

渋 谷 を 経て、 ェ ビス 駅 を 発車し 次の 目 黒 駅へ 向けて、 

およ フル. スピ— ド 

凡そ その 中間と 思われる 地点 を、 全速力で 疾走して 

いた。 この辺 を 通った ことの ある 読者 諸君 はよ く御存 

にぎ 

知で あろうが、 渋 谷と ェ ビスとの 賑やかな 街の 灯 も、 

一 歩ェ ビス 駅 を 出る と 急に 淋しくな リ、 線路の 両側に 

ひとけ 

は ガランと して 人気の ない ェ ビス ビ ー ル 会社の 工場 だ 

ともしび も 

の、 灯火 も 洩れない ような 静かな 少数の 小 住宅 だの、 



さしかかった のだった。 

その 電車 は六輛 連結だった が、 前から 数えて 第四輛 

なじみ 

目の 車内に、 みなさんお 馴染の 探偵小説 家 戸浪 三四郎 

が 乗り合わせ ていた。 もし 読者 諸君が その 車輛に 同車 

していたなら きっとお かしく 思われた に 相違ない。 と 

いうの は、 戸浪 三 四郎は 『新 青年』 へ 随筆 を 寄稿して 

こんな こと を 云った。 

「僕 は 電車に 乗る と、 なるべく 若い 婦人の 身近く を 選 

なま つ 

んで座 を 占める。 彼女の 生ぐ さい 体臭 や、 胸を衝 くよ 

うな 官能的 色彩に 富んだ 衣裳 や、 その 下に ムック リ盛 

り あが つ た肢斷 など は、 日常^ jn 人の 味 うべ き 最も 



しれん わか， R え 

至廉 にして 合理的なる 若返り 法で ある」 と。 そして、 

なるほど 

成程 戸浪 三 四郎の 向いに は、 桃色の ワン ピ ー スに、 は 

ちきれ るよう に ふくらんだ 真白な 一 一 の 腕 も 露 な 十七 

八 歳の 美少女が 居て、 窓枠に 白い ベ レ帽の 頭 を 凭せ か 

くちびる 

け、 弾力の ある 紅い 口唇 を 軽く ひらいて 眠って いた。 

それから 戸浪 三 四郎の 隣り に は、 これ はなん と 水々 し 

ゆ もも わ しこん 

く 結い あげた 桃割れに、 紫紺と 水色の すがすがしい 大 

ろち りめん たんこうしょく はたち 

柄の 鋁 縮緬の 着物に 淡黄色 の 夏 帯 をし めた 一 一十 歳 を 

二つ 三 つ 踏み こえた かと 思われる 純 日本 趣味の 美女が 

さま 

いた。 車内に チラ ホラ 目を覚 している 組の 連中 は、 こ 

の 二人の 美しい 対照に、 さり 気ない 視線 を こっそり 



けこむな り、 医者と 警視庁と に 電話 を かけた。 その 間 

に 電車 は 停り、 美少女の 倒れた 第四輛 目の 乗客 は 全部、 

外に 追いだ された。 
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ゆか ころが 

駆けつけた 附近の 医者 は、 電車の 床の 上に 転った 

ほどこ すべ 

美少女に 対して、 施すべき 何の 策 を ももたなかった。 

というの は、 彼女の 心臓の 上部が、 一発の 弾丸に よつ 



みごと 

て、 美事 射ちぬ かれて いたから。 弾丸 は 左 背部の 肋骨 

に ひっかかつ ている らしく、 裸に してみ た 少女の 背中 

に は 弾丸の 射出 口が 見当らなかった。 「銃丸に よる 

そくし 

心臓 貫通 II 無論、 即死」 と 医者 は 断定した。 

ざんしたい かいひ せん 

惨死体 を 乗せた 電車 は、 そのまま 回避 線へ ひっぱり 

込まれ、 警視庁から は大 江山 捜査 課長 一 行が 到着し、 

検事局から は 雁金 検事の 顔 も 見え、 係官の 揃う の を 待 

ち、 電車 を そのまま 調 室に して 取調べが 始まった。 

大 江山 警部 は、 やや 青ざめた 神経質ら し い 顔面 を、 

ピクリ と 動かして、 専務 車掌の 倉 内 銀 次郎を 招いた。 

「倉 内 君、 君に 判って いる 一と 通り を 話して きかせ 給 



た ま 

ことです な。 もし あの 場合 銃丸が 乗客に あたらな かつ 

たと したら、 銃丸 は 窓外へ 飛び出す だろうと 思 うんで 

す。 いや、 そんな 銃丸が 既に 沢山 落ちて いるか もしれ 

ません。 そんな ものから 犯人の 手懸 りが 出ない かしら 

と 思います。 屍 か もよ く検 ベたい のです が、 何 か 異変 

がありませんでした か」 

「いや、 ありがとう 御座いました」 と 警部 は 戸浪 三 四 

ねぎら 

郎の 質問に は 答えないで、 彼の 労を犒 つた。 
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どくろ 

きの 髑髏の 縫いが あった。 

こぬ の 

この 髑髏の 小 布 はなに を 示す ものな のだろう。 

お守りな のであろう か、 と 考えた。 あまりに 平凡で 

ある。 

不図 思いつい たこと は、 これ は ある 不良少女 団の 

だん いんしょう 

団員 章で はない か、 と。 殺された 一 宫 かおる は、 XX 

まなむすめ 

女学校の 校長の 愛娘だった ので あるが、 教育家の 家 

庭から 不良 児の 出る の は、 珍ら しい ことで はない。 か 

おきて 

おる は 不良少女で あつたが、 仲間の 捉を 破った ため 

に 殺された、 と 見て はどうであろう。 

しらべ ぼ 

大 江山 警部 は 給仕 を 呼んで、 不良少女 調 簿をも つ て 



きじょ-つ 

「速達で ございます」 そう 云って 給仕 は、 課長の 机上 

に、 茶色の 大きい 包紙の かかって いる 四角い 包 を 置い 

て、 出て 行った。 

警部 は、 注意して 包 を ひらいて みた。 中には、 「ラジ 

ォの 日本」 という 雑誌の 昭和 五 年 十二月 号が 一 冊 入つ 

ている きりだった。 それ を 取上げて ペラ ペラと 頁 を 

なかごろ ぺ ー ジ 

めくつ てみ ると、 半 頃に 頁 を 折つ て あると ころが あつ 

こぬ の しおり はさ 

た。 そこ を 開ける と、 白い 小 布が 采 のように 揷 まつ 

ていて、 矢印が 書いて ある。 矢印の 示す ところに は 赤 

ぼうせん 

鉛筆で、 傍線の ついている 記事が あった。 表題 は、 「無 

線と 雑音の 研究」 と あり、 「大磯 HS 生」 という 人が 書 



いている のだった。 大 江山 警部に とって、 無線の 記事 

まう 

は 一向 ありがたくなかった。 彼 は 雑誌 を 抛り だそうと 

思った が、 「雑音」 という 文字が、 電車の 騒音と 関係が 

と かく 

あり はしまい かと 思って、 兎に角、 ぼつり ぼつり と 読 

み はじめた。 直ぐに 彼 は、 見当ち がいだった ことに 気 

がつ いた けれども、 その 記事 は、 思った よりも 平易で 

かんき 

ある 上に、 その 内容 は 大 江山 警部 の 注意 を 喚起す る の 

に 充分だった。 

「無線と 雑音の 研究」 を 思いた つた HS 生 は、 東海道 

線大磯 駅から 程と おからぬ 山手に 住んで いる 人だった。 

彼の 家に は ラジオ 受信機が あつたが、 ラジオ を 聴いて 



に 居ながら して、 手に とる ように 判る というの である _ 

HS 生 は、 大磯 附近の 地図 や 雑音の 大きさ を 示す 曲線 

図 を 沢山 挿入して、 これ を 説明して あった。 

ひとりごと 

「こり や 面白い 発見 だ」 と大 江山 警部 は、 思わず 独 言 

を 言った。 「だが、 この 記事が、 なにになる というんだ」 

なに か 省線 電車 射撃 事件に 関係が あるよう でいて、 

さァ それ はどうい う 関係 だと 聞かれる と、 説明が でき 

ばく ビん 

なかった。 ただ 漠然たる 一 致が 感じられ るば かりだつ 

た。 警部 は、 それ を、 自分の 科学知識 不足に 帰して、 

ちょっと 忌々 しく 感じた のだった。 それにしても、 一 

体 誰が この 雑誌 を 送って よこした の だ。 



を (と、 二 個の 薬莢と 一個の 弾丸 を 示しながら) 拾つ 

て 参り ましたが、 薬莢の 方 はお 邸の 塀 下に 落ちて 居り、 

やしき 

弾丸 は、 ここに 地図が あります が、 線路 を 越して お 邸 

くさむら 

の 向い側に あたる 草叢から 拾い出し たのです。 お 心 あ 

たリは ございま せんか」 

そう 云って 刑事 は、 白い 西洋紙の 上に、 三 品 をのせ 

でたらめ あき 

て 差し出した。 多 田 刑事 は、 課長の 出鳕 目に 呆れな が 

ら、 青年の 顔色 を 窺 つた。 

「一向に 存じません」 と 笹木は アツ サリ 答えた。 「指 

紋が御 入用なら、 遠慮なく 本式に おとり 下さい」 

あか まぎ 

大 江山 警部 は、 笑いに、 赭ぃ顔 を 紛らせながら、 白 



「十 時半 頃、 何 か 銃声み たいな もの をお 聞きに なり ま 

せんでした か」 

「いいえ。 寝て いました ので」 

「御 商売 は？」 

「 JOAK の 技術 部に 勤めて ます」 

rJOAK! ァノ 放送局の 技師です か」 大 江山 警部 

がんめん きんにく 

の 顔面 筋肉が ピクリ と 動いた。 

「そうです、 どうかし ました か」 

「『ラジオの 日本』 という 雑誌 を 御存知で すか」 

「無論 知っています」 

ひかりき ち 

「貴方のお 名前 は 光吉 です か」 



か」 と 反対に 笹木 光吉が 口 を 切った。 

「まだつ きません」 と 警部 は、 ゥッ カリ 返事 をして し 

まった。 

た ま 

「銃丸 は 車内で 射った ものです か、 それとも 車 外から 

射ち こんだ ものなん です か」 

「 …… 」 警部 は むずかしい 顔 をした だけだった。 

「銃丸 を 身体の 中へ 打ち こんだ 角度が 判る と、 どの 方 

角から 発射した かが 識れ るんで すが、 御存知で すか。 

殺された お嬢さん は、 心臓の 真上 を 殆んど 正面から う 

たれた そうです が、 正確に いうと どの位の 角度 だけ 

傾 いていました かしら I 



しぶ や うぐ いす だに 

「渋 谷の 鶯 谷 アバ— ト」 

「お 名前 は？」 

あか ぼし リ ゆうこ 

「赤 星 龍 子」 
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大 江山 警部 は、 夜に 入っても、 捜査 課長 室から 動き 

出そうと しなかった。 事件に 関係の ありそうな 「謎」 

さんせき ら 

は 後から 後へ と 山積した ものの、 これ 等 を 解くべき 



てく るの を、 払いの ける ことができなかった。 

てもと 

警部 は 数名の 刑事 を 手許に よんで、 一 人 一 人に 秘密 

の 命令 を 耳打ちした。 駅員に は、 上り 電車が プラット 

ホ ー ムに 到着しても、 車内に 異状 を 認めない 上で ない 

と、 乗客 出入口の 扉 を 開いて はならない と 命令した。 

その あとで 警部 は、 今し がた 第三の 犠牲者の ハンド 

どくろ I！ ク 

バ ック から 見付けて きた 例の 十字架に 髑髏の 標章 を、 

ともしび 

車内の 明るい 燈 火の 下で、 注意 深く 調べた。 前の 二 枚 

の 標章と 合わせて これで 三枚に なった のだった。 警部 

おもて こんわく 

の 面に は 困惑の 色が アリア リと 現れた。 グッ とその 

こぬ の て 

小 布 を 掌のう ちに 握りし める と、 警部 は、 車 外に 出て 



ザ クリと 砂利 を 踏んだ。 

のろ マ— ク 

(おお 呪いの 標章よ) 

警部 は 心の中で そう 云って 「うう む」 と 呻り 声 を あ 

げた。 それ を 持って いる 人間ば かりが、 どうして 射殺 

される のだろう。 

窓外から 弾丸 を 射ち こんだ とすれば、 その 犯人 は、 

なんという 射撃の 名人だろう か。 呪いの 標章 を 贈った 

ねら みごと 

その 人間 を覘 うこと 正確に、 しかも その 心臓 を 美事に 

つらぬ 

射ち 貫く こと は、 実に 容易なら ぬ 技量で ある。 だが 

この 悪意 ある 射撃 は、 世紀末 的な 廃頹 せる 現代に 於て、 

なんと 似合わしい デカダン . スポ ー ッ では あるまい か。 



小暗い レ— ルを 踏み越えて、 ヒラリ と プラット ホ— 

ムに 飛び あがった 大 江山 警部の 鼻先に、 ヌ ックリ 

突立った 男が あった。 

「大 江山さん、 豪い ことにな りました ね」 

「おお、 貴方 は、 探偵小説 家の 戸浪 三四郎 さんでした 

ゆ 力た す 力た 

な」 と 警部 は 云った。 戸浪 は 洗い ざら しの 浴衣 姿と い 

うだらし の 無い 風 をして いたのだった。 警 部 は 戸浪 三 

四郎 が、 第一 の 射殺 事件のと きに 指摘して くれた ヒン 

トが、 唯今に なって 否定す る ことので きない 明確な 事 

実 を 生んで いるのに、 思い あたった (この 探偵小説 家 

の 名論が 聞け る ものなら)。 —— それ は 溺れる 者が つ 



かむ という 藁 以上の ものであると、 警部 は みずから の 

心に 弁解 をして 置いて 口 を 開いた。 「どうして、 これ 

へ 来られ ましたな」 

「これ ごらんなさい」 そう 云つ て 彼の 差 出した の は、 

初号 活字の 大きい 見出しの ついた 東京 X X 新聞の 号外 

だった。 

省線 電車に 

大胆不敵な 射撃 手 現わる 

前夜と 同 一 犯人 か 



ちょ う リょぅ - 

「射撃 手が 跳 梁す るの は、 三人が 三人と も 申し 合わ 

せた ように 夜間に 限る の はどうした ものでしょう。 い 

さつじんき 

いです か、 これ は 面白い 問題です。 車内に 殺人鬼が い 

るの だったら、 なにも 夜分 を 選ばなくても、 真昼 間 だ つ 

て 割合 空いた電車が あるでしょう から、 射ちた くなる 

害です。 それがなくて 夜に 限る というの は、 この 精巧 

な 器械 を、 或る 地点に 据えつ ける 必要が あるから なん 

です。 器械 や、 犯人の 姿 を 見られて は 困る からです」 

くせ けもの うな 

大 江山 警部 は、 例の 癖 を だして 獣 のように 呻つ て 

いた。 その 一方に、 探偵小説 家と いう もの は、 こんな 

にまで 科学的で なければ 勤まらな いもの かと、 或る 種 



総監 は 果して 非常に 不機嫌だった。 大 江山 捜査 課長 

あぶらあせ ぬぐ いとま 

は 油汗 を 拭う 暇 もな く、 水 を 浴びた ような 顔 をして、 

る る ちんじゅ つ 

縷々 と 陳述 した。 

じょうふ ほ，. P ごう 

「君 は、 目 黒の 笹木 光吉の 情婦で ある 赤 星 龍 子が 本郷 

こ しばぎ 

の 小柴木 病院で 毎日 耳の 治療 を うけてい るの を 知って 

いるか」 と 総監が 突然 言った。 

「いや、 存じません が …… 」 警部 は 耳の 治療 どころ か、 

龍 子が 笹 木の 愛人で ある こと も 聞く のが 始めて だった。 

「そんなん じ や 困る ね、 君 は」 と 総監の つっぱな すよ 

うな 声が 受話器の 中に 反響した。 「それから、 戸浪 三 

四 郎が元 浜 松 高等 工業 学校の 電気 科の 先生 をして いた 



された のだった。 警部 は 車中へ 入って みた。 

「課長 どの」 と 多 田 刑事 は 警部 を オズ オズと 呼んで、 

すみ さ 

この 車輛の 一 番 先端 部に あたる 左側 客席の 隅 を 指した。 

「ここの 隅 ツ子に 龍 子が 腰を下ろして いました。 向い 

側の 窓 はたし かに 閉 つてい たんです が、 ビ— ル 会社の 

前 あたりまで 来たと きに、 そこにいた 地方 出身の 爺 さ 

んが、 窓 を あけち まったんです。 私が 止めよう とした 

ときにはもう 遅う ございました」 

「君 は 一 体 どこに 居たん だ」 

「向う の 入口 (と 彼 は 指 を 後部 扉へ さしのべた) から 

龍 子 を 監視して いたのです」 



「龍 子 は 死んだ か」 そう 云って 警部 はう しろ を 向いた。 

彼女 は 軽便 担架の 上で、 裸に むかれて いた。 

「課長さん、 重傷です が、 まだ 生きて います。 創 管 は 

心臓 を 掠って 背中へ むけて います。 カンフルで 二三 時 

間 はもって いるか も 知れません」 と 医師が 言った。 

「意識 は 恢復し ないか ネ」 

「むずかし いと 思います が、 兎に角 さっきから 手当 を 

して レ ま， t9」 

「輸血で もなんでも やって、 この 女に もう 一度 意識 を 

与えて やってくれ」 警部 は、 紙の ように 真白な 赤 星 龍 

子の 顔 を 祈る ようにみ てそう 云った。 



温容だった。 彼 は 帆 村 を 使う こと を 許した 覚え はな 

かった が、 それ は 多分 帆 村 探偵の 心づ かいだろうと 

悟って、 悪い 気持 はしなかった。 

帆 村 探偵と 大 江山 捜査 課長と は、 顔 を 近づけて、 そ 

れ から 約 二十 分と いう もの を、 低 A で 協議 をした。 そ 

れが 終る と、 大 江山 警部の 顔色 は、 急に 生々 と 元気 を 

恢復して きたよう に 見えた。 

「さあ、 赤 星 龍 子さん を、 伝染病 研究所の 手術室へ 送 

るんだ。 ここから 一 番 近くて い い。 それから 私 も、 

そっちの 方へ 行く から、 用事が あったら 電話 を かけて 

貰いたい」 



部下 一同 は 呆気に とられた のだった。 大 江山 課長 は、 

今宵 三人の 犠牲者 を 出した この 駅に、 徹夜して 頑張る 

めんぼく 

のだろう と、 誰もが 思って いた。 なんの 面目が あって 

オメ オメ 此の 現場 を 去る ことができる のか。 それに、 

電車 はま だ ひっきりなしに 通る 害 だ。 終電車までに ま 

だ 二 時間 も あるで はない か。 それ を 気に 留めないで 引 

き 払おうと いう 課長の 意が、 那辺に あるか を 計り かね 

た 一同 だつ た。 

頭の 働く 部下の 一 人 は、 こう 考えた。 

(課長が 重症の 赤 星 龍 子に ついて 引上げる という は、 

レコ はや 

最早 今夜 は 犯罪が 行われない ことが わかった の だ。 な 



ぜ それが 確かにな つたので あるか。 —— うん、 もし か 

すると、 赤 星 龍 子が 射 たれた というの は 間違いで、 彼 

きず つ 

女 は、 われと わが 身体 を 傷け たんじゃなかった か。 

彼女の 自殺！ あの 怖ろ しい 省線 電車の 射撃 手 は、 実 

に 赤 星 龍 子 だつ たんだ。) 

でんけん 

そう 思って 眺める と、 彼女 を 伝 研の 病室に 送る 一行 

すいてい うらが 

の 物々 しさ は、 右の 推定 を 裏書きす るに 充分だった。 

「赤 星 龍 子 は カンフルで 持ち直して、 うまく ゆく と 一 

命 はとり とめる かもしれ ない という こと だ」 

そんな 噂が、 伝 研 ゆきの 自動車が 出て 行った あとで、 

駅員た ちの 間に 拡 つて 行った ほどだった。 果して 龍 子 



は 助かる だろう か。 のこる 四 人の 容疑者の 謎 は、 もう 

とけた のだろう か。 
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てまず 

「大 江山さん。 手 害 はいいで すか」 



「すっかり 貴方の 仰 有る とお リ、 やっとい たです。 帆 

村 君」 

ここ は 伝 研の 病室だった。 伝 研の 構内に は、 昼間で 



ました。 そこに はう つかり 通りかかる とひつ かからず 

に は 居られない 陥穽 や、 飛び こむ と 再び 外へ 出られな 

どろぬま 

いような 泥沼 を 用意して 置いた のです。 ひっかかった 

ものが 不運なん です。 私 も 貴方 同様に 手 も 足 も 出な く 

なると ころでした、 もし 犯人が 最後に 演じた 大きい 失 

敗 をの こして 呉れなかったら。 

第一から 第三まで、 三人の 若い 婦人の 射殺 は 巧妙に 

と かしょ 

遂げられました。 三人の 射 たれた 箇所 は、 完全に 一 致 

た ま 

しています。 貴方 は 弾丸の 飛来した 方向 を 計算で 出さ 

れ たようで すね。 あれ は 大体 事実と 符合して いますが、 

ませ 、-, 

唯 少し 補正が 必要な のです。 それ は、 犯人が 弾丸 を 車 



なり それから 右へ 四角い 窓が 開いて います。 もし 車 外 

から 彼女の 心臓 を 射った とすると、 この 窓枠の 縁をス 

レス レに 弾丸が 通る はずです (と、 彼 は 紙に 書いた 電 

車の 図面の 上へ 鉛筆で いろんな 線 を ひっぱった)。 



た 被害 音 赤 星 it 子の 位 匿 



，車の 速力 

- 電車が 静止して いるか、 車内で 射つ かした 時、 
弹丸 はこの 方向に 真直ぐ 飛ぶ はず。 





-窓 1 






、—真直に 射っても 曲る。 






(進行 中） 


省 裸 電車 140S 号の 
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t ^ 鋼 跌^^ T 

堆^が^い ている 時 は、 が 外から 射 

丸 はこの な. 1： に 飛び こんで おる は"，！ 



しかし これ は 電車が 静止して いたと きの 話で 電車が 

若し 五十 キロの 速度で 左へ 走って いた ものと すると、 

弾丸が 向いの 窓 をと お つ て 被害者の 胸に 達する まで は 

きずぐち 

すこし 時間が かかり ますから、 創 口 はずつ と 右側へ 寄 

り、 恐らく 右 胸 か 又は 右腕 あたりに 当る ことにな リま 

す。 しかも 赤 星 龍 子 嬢 は 心臓より 反対に 左に よった 箇 

所 を 真正面から 打 たれて いるので すから、 これ は 弾丸 

こ-つて ついた なお 

が、 鋼鉄板 を 打ち破 リ尚も 物凄い 勢い を もって 被害者 

の 胸 を 刺す ことに ならねば 出来ない 相談です。 無論、 

現場 を しらべて みると、 鋼鉄板に 孔が あいている ど 

ころ か、 弾丸の 当った あと もありません。 明らかに こ 



立って いた。 

「課長 どの、 すっかり 種 を あげてき ました」 と 多 田 は 

しょう おんしき 

晴 やかに 笑顔 を 作った。 「これです、 消音 式で 無 発光 

おおけ やき ほらあな 

の ピストル なんです。 笹木 邸の 大櫸の 洞穴に 仕 かけ 

てあつ たんです」 といって 真黒な 茶筒の ような もの を 

ズシリ と 机の 上に 置いた。 

大 江山 警部が 茶筒 を あけて みると、 内部に は 果して 

い つ ちょう 

一挺の ピストルが 入って いた。 弾丸 をぬ き 出して み 

ると、 確かに 口径 四. 五 センチ だ。 ピストルの 内部 を 

らせんこう ディメンション けんびきょう か 

開いて 螺旋 溝の 寸 法 を 顕微鏡で 測って みると、 兼 

ねて 押収して 置いた 被害者 達の 体内 をく ぐった 弾丸の 



窺 つた。 

「その ピストル は 犯人が 直接に 用いた ピストルと 違つ 

ています」 帆 村 は ピストル を 調べた のち 静かに 言った。 

みぞ あと 

「溝 跡まで が 同じで あるのに、 違う というんで すか」 

警部 は、 すこし 冷笑 を 浮べて 云った。 

「そうです」 帆 村 はキッ パリ 答えた。 「これ も 犯人の 

トリックです。 犯人 は ピストルの 弾丸に は 人間で 言え 

こ-つせ き 

ば 指紋の ように ピストル 独特の 溝 跡が つく こと 位よ く 

知ってい たのです。 彼 は そこ を ごまかす ために、 多 田 

やわらか 

さんが 唯今お 持ちに なった ピストル を、 軟 い 地面に 

向けて 射った 後、 土地 を 掘り かえして 弾丸 を 掘り だし 



おおあな てつごう し ろっこつ 

リ 異様な 大孔が 出来、 鉄 格子が 肋骨の ように 露出して 

いた。 その 窓の 下に 寝台が あって、 その上に 寝て いる 

むざん 

の は 重症の 赤 星 龍 子だった。 ああし かし 無惨な ことに、 

龍 子の 胸から 下を蔽 つた 白い 病 衣の その 胸板に あたる 

箇所に は、 蜂の巣の ように 孔が あき、 その 底の 方から 

ちしお 

静かに 真紅な 血潮が 湧き だしてく るの だった。 この 場 

の 光景 は、 何者かが 窓外に しのびより、 寝て いる 龍 子 

に 銃丸の 雨 を 降らした こと を 物語って いた。 射った の 

は 誰 だ。 

つかま 

「帆 村さん、 とうとう 摑 えました よ」 

こ-つし 

格子の 外に 近付いた 人の 顔が ある。 それ は 白い 記者 



手帳 を 片手に も つ た 東京 X X 新聞の 記者 風 間八 十 児 

だった。 その後に は 雁字搦めに 縛られた 男が、 大勢の 

刑事に 守られて 立って いた。 

なじみ 

それ は 捜査 課長に 馴染の 深い 探偵小説 家 を 名乗る 戸 

しょうすい 

浪三 四郎の 憔悴 した 姿だった。 

だちん 

「帆 村さん。 お 駄賃に ちょっと 返事 をして 下さい」 と 

風 間 記者 は 鉛筆 を 舐め 舐め 格子の 間から 顔 を あげた。 

しんはんにん おやじ 

「真犯人 戸浪 三四郎 は、 目立たぬ 爺 に 変装した リ、 美 

しゅうじん 

人に 衆人 の 注意 を 集め その 蔭に かくれて 犯罪 を 重ね 

た、 いいです ね」 

帆 村 は 軽く うなずいた。 



いうんで すね、 そこ を 待ち構え ていた 刑事 諸君の 手で 

てまえみそ 

つかまつ ちまった。 僕の 手柄 は 手前味噌 ですから 書き 

ません。 無論 戸浪が 犯行に つかった インチキ • ピスト 

ルも 発見 せられた。 いいです ね、 帆 村さん。 

うまく 龍 子 を 射殺した と 思った の は 戸浪の 思いち が 

いだった。 

龍 子 は 目 黒 駅に 居る とき 死んで いたのだった。 生き 

ている ような 噂が 拡がった の は、 犯人 をお びき 寄せる 

ため 帆 村 探偵の 案出した 手だった。 戸浪 は、 探偵 小 

説 家の 名 を 汚し、 彼の 変態的な 純情 (？) に殉 じた、 

とで も 結んで 置きます か、 ねえ 帆 村さん」 
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